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テ
ル
の
日
本
出
国
の
秘
話 

治
安
維
持
法
犠
牲
者
・
宝
木
武
則
さ
ん
の
伝
言 

 

   

長
谷
川
テ
ル
の
中
国
・
上
海
へ
の
渡
航
の
経
緯
を
生
々
し
く
語
る 

当
「
通
信
」
Ｎ
Ｏ
．
３
に
掲
載
す
る
「
川 

西
洋
太
郎
さ
ん
の
急
逝
を
悼
む
」
と
題
し 

た
宝
木
武
則
氏
の
追
悼
文
は
、「
反
核
産
業 

人
の
会
」
会
報 

Ｎ
Ｏ
・
二
五 

（
一
九
九 

〇
・
一
〇
・
二
五
）
の
機
関
紙
に
掲
載
さ 

れ
た
も
の
で
す
。
二
〇
一
七
年
十
一
月
四 

日
に
開
か
れ
た
「
長
谷
川
テ
ル
に
思
い
を 

よ
せ
る
つ
ど
い
」
に
出
席
さ
れ
た
大
阪
民

衆
史
研
究
会
の
松
浦
由
美
子
さ
ん
か
ら
提
供
さ
れ
ま
し
た
。
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
で

戦
時
下
中
国
に
渡
っ
て
抗
日
反
戦
を
訴
え
続
け
た
治
安
維
持
法
犠
牲
者
・
長
谷

川
テ
ル
の
中
国
上
海
へ
の
渡
航
の
経
緯
を
生
々
し
く
語
っ
た
文
章
と
し
て
貴

重
で
す
。
宝
木
武
則
氏
自
身
も
エ
ス
ペ
ラ
ン
テ
ィ
ス
ト
で
、
治
安
維
持
法
犠
牲

者
（
一
九
三
七
年
五
月
に
大
阪
で
検
挙
）
で
す
。
中
見
出
し
は
編
集
者
が
付
け

ま
し
た
。 

 

ま
た
、
「
若
き
エ
ス
ぺ
ラ
ン
テ
ィ
ス
ト
た
ち
の
軌
跡―

宝
木
武
則
と
長
谷
川
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テ
ル―

」
は
、
宝
木
武
則
氏
と
親
交
の
あ
っ
た
松
浦
さ
ん
に
、
田
辺
が
依
頼
し

て
寄
稿
し
て
い
た
だ
い
た
も
の
で
す
。
松
浦
さ
ん
の
回
想
文
は
、
宝
木
氏
と
の

出
会
い
、
宝
木
氏
か
ら
提
供
さ
れ
た
テ
ル
の
日
本
出
国
に
か
か
わ
る
秘
話
な
ど

に
つ
い
て
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
松
浦
さ
ん
の
回
想
は
、
テ
ル
と
劉
仁
の

仲
を
と
り
も
っ
た
だ
け
で
な
く
、
テ
ル
の
中
国
渡
航
を
助
け
た
中
塚
吉
次
と
、

宝
木
武
則
氏
の
弟
・
宝
木
寛
ら
二
人
の
獄
死
に
も
言
及
さ
れ
て
い
ま
す
。
テ
ル

の
青
春
時
代
の
事
績
、
中
国
渡
航
を
め
ぐ
る
ド
ラ
マ
な
ど
は
引
き
続
く
調
査
・

研
究
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
痛
感
す
る
こ
と
し
き
り
で
す
。 

松
浦
さ
ん
は
、
長
年
大
阪
教
職
員
組
合
の
書
記
と
し
て
の
活
動
と
あ
わ
せ
大

阪
民
衆
史
研
究
会
の
会
員
・
同
副
会
長
と
し
て
活
躍
さ
れ
る
と
と
も
に
、
ラ
イ

ブ
喫
茶
ガ
ッ
ト
・
ネ
ロ
（
大
阪
市
上
本
町
）
を
運
営
し
若
い
音
楽
家
の
支
援
や

ご
自
身
も
シ
ャ
ン
ソ
ン
歌
手
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
来
た
方
で
す
。 

治
安
維
持
法
犠
牲
者
・
長
谷
川
テ
ル
顕
彰
会
（
仮
称
）
の
奈
良
県
準
備
会 

事
務
局
長 

田
辺 

実 

 

川
西
洋
太
郎
さ
ん
の
急
逝
を
悼
む 

 
 
 
 
 
 
 
 

宝 
木 

武 

則 

 

長
谷
川
テ
ル
の
遺
児
と
同
席
し
て
直
後
に
名
古
屋
の
当
会
員
の
活
動
家
、
川

西
洋
太
郎
さ
ん
が
、
こ
の
八
月
十
五
日
に
狭
心
症
で
、
発
病
後
半
日
で
急
逝
さ

れ
た
。
六
十
八
歳
だ
っ
た
。
八
月
二
十
日
に
来
阪
し
て
私
に
会
う
こ
と
に
な
っ

て
い
た
の
に
。 

 

川
西
さ
ん
は
大
正
十
一
年
七
月
十
二
日
生
ま
れ
、
大
阪
の
豊
中
中
学
か
ら
関

西
学
院
専
門
部
英
文
科
卒
、
関
大
政
治
科
一
年
の
時
昭
和
十
八
年
十
一
月
学
徒

動
員
で
入
隊
、
和
歌
山
で
終
戦
を
む
か
え
、
社
会
運
動
に
挺
身
、
故
松
本
広
治

さ
ん
の
冨
士
レ
ジ
ン
Ｋ
Ｋ
の
創
業
時
、
松
本
さ
ん
の
御
子
息
興
二
さ
ん
の
家
庭

教
師
を
し
た
こ
と
も
あ
る
と
か
。
昭
和
三
十
八
年
か
ら
四
〇
年
に
か
け
て
冨
士

レ
ジ
ン
で
再
度
働
き
故
松
本
さ
ん
と
親
し
く
接
す
る
。
昭
和
四
十
七
年
一
〇
月 

よ
り
名 

古
屋
の 

イ
ス
ズ 

製
作
所 

勤
務
。 

五

〇

年

よ

り

半

年

間

ポ

ー

ラ

ン

ド

に

駐

在

し

て

い
る
。
ポ

ー

ラ

ン

ド
、
エ
ス

ペ

ラ

ン

ト

語

の

創

始

者

ザ
メ
ン
ホ
フ
博
士
、
彼
は
エ
ス
ペ
ラ
ン
チ
ス
ト
と
な
る
。
松
本
さ
ん
の
す
す
め

で
、
当
会
と
本
音
会
の
会
員
で
あ
っ
た
が
、
冨
士
レ
ジ
ン
時
代
、
岩
村
正
八
さ

ん
と
仲
良
し
だ
っ
た
彼
は
松
本
さ
ん
逝
去
後
、
急
速
に
熱
心
に
当
会
の
た
め
活

動
を
開
始
し
、
名
古
屋
に
皆
無
だ
っ
た
会
員
の
獲
得
に
努
力
す
る
。
名
古
屋
エ

ス
ペ
ラ
ン
ト
会
長
の
川
合
隆
史
さ
ん
と
副
会
長
の
墨
總
一
郎
さ
ん
と
宇
井
純

左より川西洋太郎、歌人中川清子、宝木武則、 

劉暁嵐、後列で立っている人が坂手日登美の各氏。 

「反核産業人の会」会報 NO.25 （1990.10.25） 
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教
授
の
弟
子
の
藤
村
伸
次
さ
ん
を
維
持
会
員
と
し
て
入
会
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
。
墨
さ
ん
も
東
大
で
宇
井
さ
ん
の
一
番
弟
子
だ
っ
た
と
か
。
今
年
に
入
っ
て
、

数
回
私
も
名
古
屋
に
出
向
き
、
川
西
さ
ん
が
こ
の
三
人
と
帯
同
数
回
来
阪
さ
れ

た
。 長

谷
川
テ
ル
女
史
の
遺
児
・
劉
暁
嵐
女
史
が 

母
の
昔
時
の
こ
と
を
聞
き
に
訪
ね
て
く
る 

 

戦
争
の
中
国
か
の
「
重
慶
反
戦
放
送
」
で
高
名
な
エ
ス
ペ
ラ
ン
チ
ス
ト
故
長

谷
川
テ
ル
女
史
の
遺
児
、
劉
暁
嵐
女
史
が
母
の
昔
時
の
こ
と
を
聞
き
に
訪
ね
て

く
る
と
い
う
の
が
き
ま
っ
た
七
月
八
日
、
テ
ル
の
出
生
地
、
山
梨
県
猿
橋
に
二

人
で
同
道
し
た
。
こ
の
五
月
名
古
屋
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
協
会
の
川
合
会
長
や
墨
さ

ん
の
一
行
が
ブ
ル
ガ
リ
ア
協
会
を
訪
問
し
た
時
、
私
が
お
世
話
を
し
た
ブ
ル
ガ

リ
ア
人
と
国
際
結
婚
を
し
て
い
る
旧
知
の
武
藤
佐
枝
子
さ
ん
を
ソ
フ
ィ
ア
で

世
話
役
に
付
け
た
。
こ
の
武
藤
さ
ん
が
郷
里
の
猿
橋
に
里
帰
り
を
し
て
い
た
の

だ
。 

 

五
年
前
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
国
か
ら
国
賓
と
し
て
招
待
さ
れ
た
と
き
私
も
武
藤
さ

ん
の
世
話
に
な
っ
た
の
で
お
礼
心
も
あ
っ
た
。
武
藤
さ
ん
は
私
が
デ
イ
ミ
ト
ロ

フ
勲
章
や
パ
ル
チ
ザ
ン
勲
章
を
授
け
ら
れ
た
と
き
、
そ
れ
が
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
に

よ
る
昔
時
の
社
会
運
動
で
あ
っ
た
だ
け
に
、
と
て
も
喜
ん
で
く
れ
た
。
日
本
人

と
し
て
肩
身
が
広
い
と
て
。
こ
の
武
藤
さ
ん
が
、
テ
ル
出
生
地
の
猿
橋
が
故
郷

と
は
！ 

 

七
月
二
十
四
日
、
川
西
さ
ん
の
死
の
二
十
日
前
、
劉
暁
嵐
が
私
宅
を
訪
ね
て

く
る
と
い
う
の
で
、
川
西
さ
ん
も
新
幹
線
で
大
阪
に
来
ら
れ
た
。 

 

周
恩
来
も
真
の
愛
国
者
で
あ
り
、
英
雄
と
し
て
称
し
た
長
谷
川
テ
ル
は
、
良

い
意
味
の
日
中
の
掛
け
橋
だ
と
思
う
。
テ
ル
さ
ん
は
中
国
か
ら
留
学
生
の
エ
ス

ペ
ラ
ン
チ
ス
ト
劉
仁
と
結
婚
し
、
劉
暁
嵐
が
生
ま
れ
た
。 

テ
ル
さ
ん
は
上
海
へ
の
脱
出
に
成
功
し
た 

エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
の
同
志
、
神
戸
の
マ
ル
シ
ュ
の
発
行
人 

中
塚
吉
次
が
主
役
だ
っ
た 

 

川
西
さ
ん
列
席
の
も
と
に
関
係
者
数
人
で
当
時
の
秘
話
を
し
た
。
劉
暁
嵐
も

誰
も
知
ら
な
い
こ
と
を
。 

昭
和
十
二
年
四
月
十
五
日
、
日
中
戦
争
開
始
の
二

ヵ
月
半
前
、
テ
ル
さ
ん
は
上
海
へ
の
脱
出
に
成
功
し
た
。 

 

テ
ル
に
関
す
る
本
は
沢
山
出
て
い
る
が
、
真
相
に
ほ
ど
遠
い
。
私
の
エ
ス
ペ

ラ
ン
ト
の
同
志
、
神
戸
の
マ
ル
シ
ュ
の
発
行
人
、
中
塚
吉
次
が
そ
の
主
役
だ
っ

た
。
彼
も
私
も
テ
ル
の
脱
出
直
後
検
挙
さ
れ
、
ま
た
テ
ル
を
知
る
人
と
し
て
大

島
義
夫
と
、
も
う
一
人
の
証
人
栗
栖
継
も
検
挙
さ
れ
て
い
る
。
中
塚
の
縁
故
の

さ
る
大
会
社
の
重
役
の
ル
ー
ト
で
あ
っ
た
。
そ
の
方
の
迷
惑
を
恐
れ
て
私
は
口

を
つ
ぐ
ん
だ
。
こ
の
こ
と
は
栗
栖
も
大
島
も
知
ら
な
い
。 

 

暁
嵐
は
「
母
は
勇
ま
し
い
行
動
の
人
と
い
う
こ
と
は
分
か
り
ま
す
が
、
女
と

し
て
は
ど
う
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
そ
れ
を
知
り
た
い
で
す
。」
と
聞
く
。 

 

テ
ル
の
失
恋
話
、
相
手
は
カ
タ
パ
ン
だ
っ
た
。
宝
木
の
よ
う
な
、
や
わ
ら
か

い
男
に
ほ
れ
て
く
れ
た
ん
な
ら
い
っ
ぺ
ん
に
Ｏ
Ｋ
で
暁
嵐
が
宝
木
の
娘
だ
っ

た
か
も
知
れ
な
い
と
一
同
大
笑
。 

 

川
西
さ
ん
も
こ
の
席
で
楽
し
く
歓
談
し
て
お
ら
れ
、
ま
た
八
月
二
十
日
に
来

阪
、
暁
嵐
と
も
再
度
、
歓
談
で
き
た
の
に
。 

 

川
西
さ
ん
は
テ
ル
に
関
す
る
本
を
宝
木
に
送
ろ
う
と
し
て
八
月
十
四
日
午

後
二
時
ご
ろ
郵
便
局
に
行
き
そ
こ
で
急
に
苦
し
く
な
り
発
病
。
タ
ク
シ
ー
で
入

院
し
た
も
の
の
翌
十
五
日
早
朝
七
時
に
逝
去
さ
れ
た
と
か
。
十
五
日
に
そ
の
本

と
、
十
四
日
付
の
川
西
さ
ん
が
着
い
た
。
そ
れ
が
彼
の
絶
筆
と
な
っ
た
。 

 

今
し
げ
し
げ
と
そ
の
絶
筆
を
な
が
め
川
西
さ
ん
を
し
の
ん
で
い
る
。
合
掌
。 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
一
九
九
〇
） 

一
〇
・
一
五 
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若
き
エ
ス
ぺ
ラ
ン
テ
ィ
ス
ト
た
ち
の
軌
跡 

―

宝
木
武
則
と
長
谷
川
テ
ル
ー 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

松
浦
由
美
子
（
大
阪
民
衆
史
研
究
会
） 

 
 
 

テ
ル
の
歌
が
と
り
も
つ
縁 

 

田
辺
実
さ
ん
と
の
ひ
ょ
ん
な
出
会
い
か
ら
、
こ
の
一
文
を
書
く
こ
と
に
な
っ

た
。
長
谷
川
テ
ル
の
顕
彰
活
動
を
さ
れ
て
い
る
田
辺
さ
ん
達
が
、
ケ
イ
・
シ
ュ

ガ
ー
さ
ん
に
テ
ル
の
歌
「
希
望
の
星 

ヴ
ェ
ル
ダ
・
マ
ー
ヨ
」
を
依
頼
し
た
。

二
〇
一
七
年
一
〇
月
八
日
「
希
望
の
星
」
を
歌
う
彼
女
の
ラ
イ
ブ
会
場
で
偶
然
、

田
辺
さ
ん
と
お
会
い
し

た
の
だ
。
そ
れ
ま
で
面

識
も
な
く
メ
ー
ル
や
手

紙
だ
け
の
お
付
き
合
い

だ
っ
た
が
、
大
阪
外
語

学
校
の
史
料
を
提
供
い

た
だ
い
た
の
で
お
礼
が

言
い
た
か
っ
た
。
ラ
イ

ブ
終
了
後
、
大
阪
駅
ま

で
ご
一
緒
し
た
。
奈
良

で
テ
ル
の
顕
彰
活
動
を

さ
れ
て
い
る
と
い
う
の

で
「
テ
ル
を
逃
が
し
た

の
は
、
宝
木
武
則
さ
ん

だ
と
ご
本
人
か
ら
聞
い

た
が
ご
存
知
で
す
か
」
と
尋
ね
た
。
田
辺
さ
ん
は
初
め
て
聞
い
た
ふ
う
で
「
一

一
月
四
日
奈
良
で
行
わ
れ
る
『
つ
ど
い
』
で
話
し
て
ほ
し
い
」
と
依
頼
さ
れ
た

の
が
、
そ
も
そ
も
の
始
ま
り
で
あ
る
。 

 

大
阪
に
お
け
る
エ
ス
ペ
ラ
ン
テ
ィ
ス
ト
の
顕
彰 

 

長
谷
川
テ
ル
に
関
し
て
は
、
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
の
関
係
者
が
早
く
か
ら
研
究
し

て
い
る
と
い
う
認
識
を
持
っ
て
い
る
。
一
九
八
三
年
の
「
平
和
の
た
め
の
大
阪

の
戦
争
展
」
で
も
、
テ
ル
や
宝
木
武
則
さ
ん
の
弟
・
寛
（
ゆ
た
か
）
ら
戦
争
に

抵
抗
し
た
エ
ス
ペ
ラ
ン
テ
ィ
ス
ト
が
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
た
。
宝
木
寛
に
つ
い

て
は
一
九
八
二
年
八
月
か
ら
一
年
間
、「
不
屈
」
大
阪
版
に
「
葦
の
う
た―

寛
の

生
涯
」
が
連
載
さ
れ
、
八
四
年
に
は
「
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
の
青
春―

人
民
戦
線
運

動
と
宝
木
寛
の
生
涯
と
」
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。
テ
ル
の
遺
児
・
劉
曉
嵐
来
日

の
こ
と
や
そ
の
後
、
武
則
さ
ん
が
堺
の
自
宅
を
暁
嵐
さ
ん
家
族
に
提
供
し
て
い

る
こ
と
も
聞
い
て
い
た
。
テ
ル
の
日
本
脱
出
に
つ
い
て
は
曉
嵐
さ
ん
が
語
る
の

が
適
任
だ
ろ
う
と
今
も
思
っ
て
い
る
。 

 

「
労
働
雑
誌
」
関
西
支
局
の
調
査
か
ら 

 

大
阪
市
港
区
の
一
岡
ビ
ル
に
日
中
戦
争
前
夜
、
日
本
で
反
フ
ァ
ッ
シ
ョ
統
一

戦
線
を
標
榜
し
た
「
労
働
雑
誌
」
関
西
支
局
が
あ
っ
た
。
一
九
二
八
（
昭
和
三
）

年
三
・
一
五
事
件
、
一
九
二
九
（
昭
和
四
）
年
四
・
一
六
事
件
、
そ
の
後
の
度

重
な
る
治
安
維
持
法
大
弾
圧
で
、
一
九
三
五
（
昭
和
一
〇
）
年
三
月
日
本
共
産

党
中
央
は
機
能
停
止
に
陥
る
。「
労
働
雑
誌
」
は
同
年
一
月
、「
労
働
者
に
分
か

り
や
す
い
啓
蒙
雑
誌
、
一
党
一
派
に
偏
し
た
政
治
的
主
張
は
せ
ず
、
大
衆
的
な

も
の
」「
労
働
者
の
キ
ン
グ
（
誌
）
を
目
指
す
」「
大
衆
の
知
恵
と
娯
楽
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
発
足
。「
労
働
雑
誌
」
発
表
懇
談
会
に
は
発
起
人
の
杉
山
元
治
郎
・

シャンソン歌手でもある松浦由美子さん、 

ガット・ネロで 
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加
藤
勘
十
・
小
岩
井
浄
や
秋
田
雨
雀
・
中
條
百
合
子
な
ど
労
働
組
合
関
係
や
文

化
人
の
そ
う
そ
う
た
る
メ
ン
バ
ー
が
顔
を
そ
ろ
え
た
。 

四
月
創
刊
三
〇
〇
〇
部
、
翌
三
六
年
に
は
七
〇
〇
〇
部
に
達
す
る
。
配
布
は
労

働
組
合
な
ど
組
織
配
布
、
残
り
は
書
店
販
売
。
飛
躍
的
に
読
者
を
増
や
し
た
の

は
大
阪
港
南
の
全
労
・
総
同
盟
合
同
運
動
の
前
進
が
あ
る
。
関
西
支
局
開
設
が

急
が
れ
、
川
上
貫
一
を
支
局
長
に
、
岩
間
光
男
を
支
局
員
と
し
て
一
九
三
六
（
昭

和
一
一
）
年
一
月
大
阪
市
港
区
一
岡
ビ
ル
に
入
居
す
る
。「
関
西
支
局
ニ
ュ
ー
ス
」

を
発
行
し
、
読
者
会
も
積
極
的
に
開
い
て
い
た
。
警
察
側
は
関
西
支
局
の
サ
ー

ク
ル
人
数
を
一
〇
〇
〇
人
と
み
て
い
る
。「
労
働
雑
誌
」
に
お
け
る
国
際
通
信
や

反
フ
ァ
ッ
シ
ョ
人
民
戦
線
の
紹
介
な
ど
エ
ス
ぺ
ラ
ン
テ
ィ
ス
ト
の
果
た
し
た

役
割
は
大
き
い
。
一
二
月
、
共
産
党
再
建
・
人
民
戦
線
事
件
で
編
集
部
や
関
係

者
が
多
数
検
挙
さ
れ
廃
刊
に
追
い
込
ま
れ
る
。 

 

手
繰
り
寄
せ
た
糸 

一
九
八
〇
（
昭
和
五
五
）
年
港
戦
争
展
を
取
り
く
む
事
前
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ

ー
ク
で
「
労
働
雑
誌
」
関
西
支
局
の
こ
と
を
知
っ
た
。
し
か
し
、
関
西
支
局
の

こ
と
を
記
し
て
い
る
文
献
の
記
述
に
は
「
ビ
ル
は
三
階
建
て
（
実
際
は
四
階
建

て
）
、
汚
い
建
物
（
当
時
は
新
し
い
は
ず
な
の
に
）
」
と
あ
っ
た
。
同
じ
地
番
に

も
う
一
つ
汚
い
ビ
ル
が
あ
っ
た
の
か
疑
問
を
持
ち
、
そ
れ
ら
を
解
決
す
る
に
は

「
入
居
者
名
簿
」
し
か
な
い
と
思
っ
た
。「
一
岡
ビ
ル
入
居
者
名
簿 

市
岡
警
察

署
」
発
見
ま
で
一
〇
年
か
か
っ
た
が
、
そ
の
間
「
労
働
雑
誌
」
を
支
え
て
い
た

東
成
無
産
者
診
療
所
関
係
者
を
探
し
た
。
ま
ず
、
う
え
に
病
院
院
長
だ
っ
た
桑

原
英
武
さ
ん
か
ら
始
ま
り
、
糸
を
手
繰
り
寄
せ
る
よ
う
に
奈
良
・
五
條
市
に
住

む
エ
ス
ぺ
ラ
ン
テ
ィ
ス
ト
の
福
本
正
夫
さ
ん
に
た
ど
り
着
い
た
。
一
九
九
一

（
平
成
三
）
年
一
月
一
五
日
、
福
本
さ
ん
宅
で
聞
き
取
り
を
し
て
い
る
と
、
不

意
に
電
話
が
か
か
っ
て
来
た
。
福
本
さ
ん
は
「
あ
ん
た
、
岩
間
光
男
を
知
ら
ん

か
。
大
阪
の
港
区
か
ら
岩
間
を
探
し
て
い
る
人
が
今
、
来
て
る
ん
や
」
と
言
う

な
り
、
私
に
「
岩
間
を
知
っ
て
い
る
の
は
自
分
く
ら
い
だ
と
言
っ
て
い
る
か
ら
、

早
く
電
話
に
出
な
さ
い
」
と
受
話
器
を
差
し
出
し
た
。
そ
の
電
話
の
主
が
宝
木

武
則
さ
ん
だ
っ
た
。 

思
い
も
か
け
ぬ
出
会
い
だ
っ
た
が
、
一
月
二
六
日
、
大
阪
地
下
鉄
「
緑
地
公
園
」

駅
の
「
木
村
屋
」
で
待
ち
合
わ
せ
た
。
テ
ル
の
遺
児
・
劉
曉
嵐
さ
ん
と
の
待
ち

合
わ
せ
と
同
様
、
茶
色
の
レ
ー
ニ
ン
帽
を
被
っ
て
武
則
さ
ん
は
現
れ
た
。 

 

「
労
働
雑
誌
」
と
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト 

「
岩
間
は
戦
死
で
す
。
昭
和
二
〇
年
八
月
、
川
上
貫
一
・
岩
井
弼
次
・
小
倉
温

自
ら
が
集
ま
っ
た
時
、
岩
間
の
話
が
で
ま
し
た
」
。
エ
ス
ぺ
ラ
ン
テ
ィ
ス
ト
の
武

則
さ
ん
は
当
時
大
阪
市
大
正
区
鶴
町
の
市
電
の
車
庫
裏
に
住
み
、
労
働
者
に
エ

ス
ペ
ラ
ン
ト
を
広
め
る
た
め
、「
ラ
・
フ
ラ
ー
ト
（
兄
弟
）」
誌
を
弟
・
寛
さ
ん

と
発
行
。
寛
さ
ん
は
「
労
働
雑
誌
」
の
国
際
欄
に
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
国
際
通
信
か

ら
得
た
ニ
ュ
ー
ス
を
訳
し
「
古
賀
豊
」「
高
木
」
の
ペ
ン
ネ
ー
ム
で
投
稿
、
岩
間

光
男
が
原
稿
を
取
り
に
来
て
い
た
と
言
う
。
自
宅
で
聞
き
取
り
を
し
て
い
る
と

誕
生
日
の
話
に
な
っ
た
。
「
宝
木
さ
ん
は
三
月
七
日
で
す
か
？
私
も
三
月
七
日

生
ま
れ
で
す
」「
へ
ー
、
奇
遇
だ
ね
。
長
谷
川
テ
ル
も
三
月
七
日
だ
よ
。
三
人
一

緒
だ
」「
宝
木
さ
ん
と
私
は
四
〇
歳
違
い
で
す
ね
」「
テ
ル
は
一
年
違
い
だ
」
。
テ

ル
の
話
は
何
も
聞
い
て
い
な
い
の
に
、
誕
生
日
が
一
緒
と
い
う
こ
と
で
彼
女
の

話
に
な
っ
た
。
帰
り
道
、
途
中
ま
で
お
く
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
な
り
、
ま
た
テ

ル
の
話
に
な
っ
た
。「
テ
ル
を
逃
が
し
た
の
は
色
々
と
言
う
人
も
い
る
が
違
う
。

三
井
物
産
の
社
員
に
頼
ん
で
僕
が
逃
が
し
た
。
迷
惑
が
か
か
る
か
ら
、
言
わ
な

か
っ
た
。
死
ぬ
ま
で
持
っ
て
い
く
つ
も
り
だ
」
と
い
っ
た
よ
う
に
思
う
。 
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若
き
エ
ス
ペ
ラ
ン
テ
ィ
ス
ト
た
ち 

長
谷
川
テ
ル
と
宝
木
武
則
さ
ん
の
出
会
い
は
一
九
三
六
（
昭
和
一
一
）
年
三
月

一
七
日
、
大
阪
ミ
ナ
ミ
の
喫
茶
店
で
弟
・
寛
と
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
誌
“
Ｆ
Ｒ
Ａ
Ｔ

Ｏ
（
兄
弟
）
”
の
初
会
合
が
あ
っ
た
時
だ
っ
た
。
テ
ル
は
神
戸
の
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト

誌
“
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｓ
Ｕ
（
進
め
）
”
の
中
塚
吉
次
の
さ
そ
い
で
東
京
か
ら
や
っ
て
来
た
。

テ
ル
の
失
恋
が
あ
っ
た
の
で
中
塚
は
四
月
に
上
京
し
、
テ
ル
と
東
京
高
等
師
範

（
現
筑
波
大
）
の
中
国
人
留
学
生
・
劉
仁
の
仲
を
と
り
も
つ
こ
と
に
な
る
。
テ

ル
が
日
本
を
脱
出
し
た
後
、
宝
木
兄
弟
や
中
塚
吉
次
も
検
挙
さ
れ
寛
は
獄
死
同

然
、
中
塚
も
獄
死
。「
し
ゃ
べ
っ
て
い
な
い
人
は
名
前
が
残
ら
な
い
。
無
名
の
人

を
掘
り
起
こ
し
、
生
き
残
っ
た
自
分
は
表
彰
役
で
あ
る
」
と
武
則
さ
ん
は
い
つ

も
言
っ
て
い
た
。 

若
き
エ
ス
ぺ
ラ
ン
テ
ィ
ス
ト
た
ち
の
命
を
懸
け
た
協
力
が
な
け
れ
ば
、
テ
ル
の

日
本
脱
出
は
難
し
か
っ
た
だ
ろ
う
。
武
則
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
資
料
に
は
テ

ル
の
日
本
脱
出
に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
る
も
の
が
い
く
つ
か
あ
る
。
「
反
核
産

業
人
の
会
会
報
Ｎ
Ｏ,

二
五
」(

一
九
九
〇.

一
〇.
二
五
付)

に
は
「
神
戸
の

“M
A

R
S

U
(

進
め)

”
の
中
塚
吉
次
が
主
役
」
と
記
し
て
い
る
が
、
ニ
ュ
ア
ン
ス

の
異
な
る
文
書
も
あ
る
。
裏
付
け
が
必
要
だ
が
、
テ
ル
の
脱
出
に
は
エ
ス
ぺ
ラ

ン
テ
ィ
ス
ト
中
塚
吉
次
と
宝
木
武
則
が
深
く
か
か
わ
っ
て
い
た
よ
う
だ
。 

 

古
刹
・
般
若
寺
境
内
に 

長
谷
川
テ
ル
の
記
念
の
プ
レ
ー
ト
の
設
置
を 

私
た
ち
は
、
奈
良
・
般
若
寺
境
内
に
長
谷
川
テ
ル
記
念
の
プ
レ
ー
ト
の
設
置

の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、『
テ
ル
の
生
涯
』（
利
根
光
一
）
に
掲

載
さ
れ
て
い
る
次
の
よ
う
な
文
章
に
基
づ
く
も
の
で
す
。 

 

「
奈
良
の
日
々
」（
長
戸
恭
）
か
ら 

 

「
長
谷
川
さ
ん
と
私
が
は
っ
き
り
方
針
を
き
め
た
の
は
四
年
生
に
な
っ
た
春

（
昭
和
７
年
）
４
月
３
０
日
の
事
で
し
た
。
私
は
今
で
も
そ
の
日
の
こ
と
を
は

っ
き
り
覚
え
て
い
ま
す
。
雨
上
が
り
の
土
曜
日
の
午
後
で
し
た
。
散
歩
に
行
こ

う
と
手
を
挙
げ
て
廊
下
か
ら
合
図
す
る
彼
女
に
私
は
同
じ
く
手
を
挙
げ
て
答

え
ま
し
た
。
荒
れ
は
て
た
般
若
寺
の
境
内
は
ひ
っ
そ
り
し
て
い
ま
し
た
。
八
重

桜
の
ぼ
た
ぼ
た
し
た
花
と
山
吹
の
真
黄
色
な
し
げ
み
の
中
で
、
私
た
ち
は
い
っ

し
ょ
に
や
ろ
う
と
誓
い
ま
し
た
。 

 

根
本
的
に
は
あ
な
た
と
私
の
考
え
方
は
い
く
ら
か
ち
が
う
よ
う
だ
け
ど 

 

と
彼
女
は
い
い
ま
し
た
。」
（
「
奈
良
の
日
々
」
『
テ
ル
の
生
涯
』 

利
根
光

一 

要
文
社 

増
補 

２
８
１
～
２
８
２
ペ
ー
ジ
） 

 

注 

長
戸
恭
は
、
１
９
２
９
（
昭
和
４
）
年
４
月
名
古
屋
市
か
ら
奈
良
女
子
高

等
師
範
学
校
に
進
学
し
、
１
９
３
２
（
昭
和
７
）
年
９
月
に
４
年
生
の
時
に
、

治
安
維
持
法
違
反
容
疑
で
逮
捕
さ
れ
、
退
学
さ
せ
ら
れ
た
。 

 
 

顕
彰
碑
が
で
き
て
語
り
伝
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
嬉
し
い 

十
一
月
四
日
に
開
い
た
「
長
谷
川
テ
ル
に
思
い
を
よ
せ
る
つ
ど
い
」
に
つ

い
て
の
資
料
を
、
奈
良
女
子
大
卒
業
生
の
皆
さ
ん
に
送
っ
た
と
こ
ろ
、
次
の

よ
う
な
共
感
の
声
が
届
い
て
い
ま
す
。 

・
テ
ル
さ
ん
は
大
先
輩
で
す
が
、
高
橋
哲
哉
氏
の
講
演
で
初
め
て
そ
の
業
績

を
知
る
な
ど
、
同
窓
会
で
は
あ
ま
り
語
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
方
で
し
た
。
顕

彰
碑
が
で
き
て
語
り
伝
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
同
窓
生
と
し
て
も
嬉
し

く
お
も
い
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
Ｍ
さ
ん 

名
古
屋
市
） 


